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愛の泉は、おかげさまで「キリスト教の愛の実践の場」と 

しての福祉施設・事業を運営し、１９４５年の創立から７ 

３年余りを迎えます。愛の泉の歩みは日本の戦後の歩みと 

同じ軌跡を辿ってきたといえましょう。献身的な愛の精神 

による戦災孤児の養育に始まり、現在では児童・高齢者施 

設の全５施設含め、１８事業を展開する社会福祉法人に 

成長・発展することができました。これまでお支え下さっ 

た全ての方々に感謝しつつ、今を大切に歩みたいと思い 

ます。 

私たちの使命は、子どもたちの心身の健やかな成長を願い、

自立したより良い将来が得られるように、そして高齢者の安心と安全を守り、生きる喜びを見出す

ことができるように支援する事です。特に愛泉苑のご利用者様とは日常生活における職員とのコミ

ュニケーション、お食事、レクリエーション等を通じて笑顔あふれる豊かな時間を提供していきた

いと願っております。 

 また、明るい施設、温かい施設、清潔で安心な施設経営を行い、全てのご利用者にご満足いただ

けますように、継続的な改善を目指していくことを大切にしています。愛の泉がこれからも皆様に

愛され支えられ、愛の泉の福祉が利用者にとって最善の利益となりますよう全力を尽くして前進し

て参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

社会福祉法人愛の泉 理事長 潮田花枝 

社会福祉法人 愛の泉 

特別養護老人ホーム 愛泉苑 

埼玉県加須市水深 869－2 

TEL 0480-65-4122 

FAX 0480-65-7028 

HP http//www.ainoizumi.com 

 

 

 

渇いている者には、わたしが、 

命の水から価なしに飲ませよ

う。 

ヨハネの黙示録 21章 6節 

明るく、暖かく、清潔で、安

全な 

施設作りを進め、利用者満足

度の向上を目指して、サービ

スの継続的改善を行います。 
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愛泉苑 

さくら見学 

ハーモニー加須様 

訪問 

5 月 19 日土曜日、ハーモニー加須

様によるコンサートが催されまし

た。 

当日は 30 名程のコーラスの方々が

来苑され、美しい歌声を披露して下

さいました。 

利用者様からは、「知ってる曲が多

くて良かった。」、「思わず口ずさん

でしまった。」、「また来てほしい」

と好評でした。 

東武動物公園 

外出行事 

5 月 19 日にめぐみフロアとりん

どうフロア合同で東武動物公園

に行ってきました。当日の朝方ま

で雨が降っており決行できるか

心配でしたが、出発時間には快晴

になり無事に行くことができま

した。御利用者様からは「行けて

良かった」「あの動物が可愛かっ

た」など感想を頂きました。 
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医務部門の目標は 2つあり、1つ目は臀部のスキントラブルの改善で

す。おむつを使用することによって起こる、臀部の赤み(特に真菌、

カンジタに対する皮膚トラブルを改善)を目標に取り組んでいきま

す。現在 4名の利用者様を対象に臀部洗浄の方法や、おむつの選別、

排泄回数の検討、外用薬など介護士と連携を取りながら実施していこ

うと思います。 

2 つ目は、3名の利用者様を対象に拘縮を進行させず、痛みの改善や

生活の維持・向上を図る為、月 2回理学療法士の指導を受けています。

利用者様の安全、安心の介護を目的に、介護士にも協力をしてもらい

ながら、目標達成に向けて取り組んでいきます。 

医務部門主任 角田 弘美 

給食部門の目標は楽しみの提供として、毎月各１回フロアで手作りの出前おやつ(まごころおやつ)を実施をしま

す。各フロアごとに目の前で調理を行い出来立てを召し上がって頂きます。利用者からの「またやってちょう

だい」との声を耳にすると、少々準備が大変でも頑張れます。その他、日々の食事についても利用者の要望を

吸上げ改善に繋げていきたいと思います。新しい職員も増えフレッシュになった部門で日々の業務に取り組ん

でいきます。 

給食部門主任 赤坂 彩華 

介護部門は今年度の目標を、各フロア別に立案しています。それぞれの

フロアが昨年苦手だったところ、出来なかったところを今年度重点的に

取り組むことにしました。えいこうフロアは「事故予防」、きぼうフロア

は「整理・整頓」、めぐみフロアは「行事の定期的な企画」です。どのフ

ロアも、それぞれのやり方で、ご利用者の皆様が、笑顔で気持ちよく過

ごすことができるよう工夫を凝らして目標の達成に取り組みます。 

また、職業病である腰痛を軽減するために、介護ロボットを積極的に活

用します。そのために介護部門の職員全員が、介護ロボットの操作、使

用が出来るよう教育を実施していく予定です。ご利用者の皆様に負担や

心配をかけずに安全な介護を提供していきたいと思います。 

介護部門主任 蓮見 亜希子 
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私は岩手県からこの愛泉苑にやってまいりました。 

高校は普通科の学校で、介護についての知識は浅いです

が、これから仕事をする中で先輩方に教わりながら頑張

っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

利用者様が心地良く生活できる環境づくりと、安全な介助を心掛

け、利用者様が日々笑顔で過ごせるよう業務に励みたいと思いま

す。その為にも、自らの体調管理を怠らず、視野の広さ、すばや

く丁寧な介助を行なうための動きを養いたいと思います。 

今年度から就職しました、萱原リナです。入職して日が

浅いため、一日も早く仕事に慣れて利用者様の生活をサ

ポート出来る様にして行きたいです。これから宜しくお

願いします。 

事務部門の目標は 2 つです。1 つ目は法人事務局や事

務所が離れている職員との連携を強化します。具体的

な対策としては、月に 1 回は法人事務局長と連絡を取

り、法人全体で決まったことを確認し愛泉苑グループ

内で共有します。又、愛の泉デイサービスセンターの

事務職員と 2 週間に 1 回打ち合わせを行い、情報の共

有を行います。 

2つ目は業務マニュアルの整備を行います。具体的な対

策としては 3 ヵ月に 1 回、事務部門会議の中で業務マ

ニュアルの内容を確認し、改定が必要な場合は現状に

あったマニュアルに改定します。 

事務部門主任 市村 岳志 

相談部門の今年度の目標は、「近隣を中心とした困

っている方々の円滑な入所への支援」と「ご面会

になかなか来る事ができないご家族への情報発信

と、ご面会の促しを行う事」にしました。ご家族

に面会に来ていただくことでご利用者の安心感や

楽しみ、疎外感の軽減や認知症の進行を緩やかに

するなど効果があります。お時間がある時は、ご

面会にいらしゃってみてはいかがでしょうか。 

相談部門主任 柿崎 紀彦 

佐々木奏斗：きぼうフロア介護職員 

山田優菜：めぐみフロア介護職員 

萱原リナ：えいこうフロア介護補助職員 


